
講
師

永
田
文
夫
さ
ん

青
森
県
六
ケ
所
再
処
理

工
場
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
一
部
で
す
。
原
発
は
ウ
ラ

ン
鉱
山
か
ら

掘
り
出
し
た

天
然
ウ
ラ
ン
鉱
石
を
精
製
・

濃
縮
し
て
核
燃
料
と
し
、
そ

れ
を
装
荷
し
核
分
裂
さ
せ

ま
す
。
使
い
終
わ
っ
た
時
に

は
膨
大
な
放
射
能
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

永
田
講
師
は
講
演
冒
頭
、

左
図
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
（
政

府
の
「
新
原
子
力
政
策
大
綱
策

定
会
議
」
資
料
）
を
示
し
、

「
発
電
の
た
め
原
発
で
核

分
裂
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

は
、
何
と
装
荷
時
の
『
１
億

倍
』
の
放
射
能
を
生
み
出
す

こ
と
で
す
。
こ
の
膨
大
な
量

の
放
射
能
は
、
今
後
十
万
年

間
減
衰
し
て
も
装
荷
時
点

よ
り
も

多
い
ほ
ど
強
力

で
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

製
品
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と

ウ
ラ
ン
の
回
収
率
は

目
標
未
達
成
！

六
ケ
所
再
処
理
工
場
で

は
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
使

用
済
み
ウ
ラ
ン
燃
料
４
２

５
㌧
を
処
理
し
ま
し
た
が
、

製
品
と
し
て
回
収
し
た
ウ

ラ
ン
は
３
６
９
・
３
㌧
で
回

収
率
は
約
９
１
・
５
％
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
は
３
・
３
３
㌧

で
回
収
率
は
約
７
８
・
４
％

で
す
。
両
核
種
と
も
事
業
申

請
書
の
９
８
・
２
％
回
収
に

は
全
く
及
ば
ず
、
廃
液
に
は

大
量
の
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
が
残
り
ま
す
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
の

ガ
ラ
ス
固
化
技
術
破
綻
！

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

は
強
烈
な
放
射
線
の
た
め

水
の
分
解
に
よ
る
水
素
と

大
量
の
熱
を
発
し
ま
す
。
水

素
の
掃
気
と
冷
却
が
止
ま

る
と
重
大
事
故
に
な
り
ま

す
。
ガ
ラ
ス
固
化
出
来
た
の

は
約
１
２
５
立
方
ｍ
の
み

で
ま
だ
約
二
二
〇
立
方
ｍ

が
液
体
状
態
で
貯
槽
に
溜

ま
っ
て
お
り
極
め
て
不
安
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２０２２（令和 ４年）
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四
月
九
日
、
盛
岡
市
内
で
原
発

ゼ
ロ
岩
手
学
識
者
の
会
主
催
の
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
当
会
世
話
人

の
永
田
文
夫
さ
ん
が
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
一
昨
年
八
月
審
査
を
終

え
合
格
と
さ
れ
た
六
ケ
所
再
処
理

工
場
は
実
際
に
は
ガ
ラ
ス
溶
融
炉

稼
働
の
見
通
し
も
な
い
等
危
険
な

状
態
に
あ
り
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
開
始
前
年
の
二
〇
〇
五
年
か

ら
同
工
場
の
監
視
を
続
け
デ
ー
タ

を
積
み
重
ね
作
製
し
た
ス
ラ
イ
ド

は
、
同
工
場
の
危
険
な
実
態
を
克

明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。10 10

10 2

10 1

10 0

←
百
年
後

←

千
年
後

←

十
万
年
後

装
荷

時
点

単
位

ギ
ガ
ベ
ク
レ
ル

核燃料の放射能

原子炉で１億倍に増加 原
子
炉
に
装
荷
時
点
で
の
核
燃

料
１
ト
ン
の
放
射
能
量
は
百
ギ
ガ

ベ
ク
レ
ル
。
原
子
炉
で
燃
や
し
た

後
、
使
用
済
み
燃
料
と
し
て
取
リ
出

し
た
時
点
の
放
射
能
量
は
百
億

ギ
ガ
ベ
ク
レ
ル
。
装
荷
前
の
一
億

倍
に
な
る
。
原
発
は
膨
大
な
量
の

放
射
能
を
発
生
さ
せ
る
。

http://sanriku.my.coocan

.jp/220409LECcomp.pdf

【核燃料１㌧に相当する放射能量の変化】

＊
１
ギ
ガ
＝
十
億

http://sanriku.my.coocan.jp/
http://sanriku.my.coocan.jp/220409LECcomp.pdf
http://sanriku.my.coocan.jp/220409LECcomp.pdf


定
で
す
。
早
急
な
ガ
ラ
ス
固

化
が
必
要
で
す
が
、
ガ
ラ
ス

固
化
は
失
敗
続
き
で
す
。
電

流
を
通
し
て
熱
を
発
生
さ

せ
る
日
本
の
ガ
ラ
ス
溶
融

炉
の
方
式
で
は
廃
液
中
の

白
金
属
が
析
出
し
電
流
が

通
り
高
熱
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
成
功
し
て
い
る
英
仏
の

高
周
波
加
熱
方
式
に
切
り

替
え
る
べ
き
で
す
。

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力

機
関
）
は
再
処
理
工
場
の
高

レ
ベ
ル
廃
液
の
重
大
事
故

に
つ
い
て
「
大
容
量
液
体
貯

槽
の
破
裂
」
を
明
記
し
て
い

ま
す
が
日
本
の
「
再
処
理
規

則
」
で
は
「
蒸
発
乾
固
」
が

重
大
事
故
と
定
義
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
で
は
、
蒸
発
乾

固
後
に
起
こ
る
「
溶
融
・
揮

発
」
や
「
硝
酸
塩
爆
発
」
な

ど
へ
の
対
策
は
無
く
て
も

良
い
こ
と
に
な
り
、
国
も
こ

れ
を
容
認
し
て
い
ま
す
。

使
用
前
検
査
を

国
か
ら
事
業
者
へ

日
本
に
は
「
原
子
炉
等
規

制
法
」
に
基
づ
く
「
使
用
済

み
燃
料
の
再
処
理
の
事
業

に
関
す
る
規
則
」
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
「
再
処

理
規
則
」
が
、
福
島
原
発
事

故
後
、
新
設
の
原
子
力
規
制

委
員
会
に
よ
っ
て
改
悪
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
重
大
な
の

は
工
場
の
安
全
を
確
保
す

る
使
用
前
検
査
に
つ
い
て

「
国
が
行
う
」
か
ら
「
事
業

者
が
検
査
し
、
そ
の
後
国
が

確
認
す
る
」
と
変
更
さ
れ
た

こ
と
で
す
。

突
然
の
、
委
員
長
に
よ
る

「
審
査
打
ち
切
り
宣
言
」

二
〇
二
〇
年
四
月
当
初

の
安
全
審
査
で
は
、
蒸
発

乾
固
後
の
対
応
策
や
廃
液

の
臨
界
事
故
に
つ
い
て
、
再

補
正
審
査
を
継
続
す
る
と

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
更
田
委
員
長
は
同

月
二
二
日
の
記
者
会
見
で
、

突
然
「
審
査
打
ち
切
り
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
後
安
全
審
査
は
行

わ
れ
ず
、
六
ケ
所
工
場
の
安

全
審
査
は
「
合
格
」
と
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
安
全
対
策
工
事
に

必
要
な
「
設
計
工
事
計
画
の

認
可
（
設
工
認
）
」
第
一
回

申
請
（
全
体
を
三
分
割
）
や

「
使
用
前
事
業
者
検
査
実

施
要
領
案
」
の
作
成
作
業
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
二

年
経
過
す
る
も
補
正
申
請

書
提
出
の
見
通
し
が
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
疑
問
だ
ら
け

の
ま
ま
の
安
全
審
査
で
「
合

格
さ
せ
た
」
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
後
の
作
業
が
進
ま
な

い
の
は
当
然
で
す
。
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
で
汚
染
さ
れ
、

人
が
近
づ
け
な
い
検
査
対

象
機
器
が
約
五
〇
〇
〇
ヶ

所
」
あ
る
の
で
す
。
審
査
を

や
り
直
す
か
、
工
場
撤
退
を

決
め
る
か
し
か
道
は
あ
り

ま
せ
ん
。

内
閣
府
中
央
防
災
会
議

は
二
〇
二
〇
年
四
月
の
地

震
予
測
で
、
日
本
海
溝
巨
大

地
震
発
生
時
、
六
ケ
所
村
周

辺
で
震
度
６
強
の
地
震
が

あ
り
う
る
と
公
開
し
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
四
月
一
二
日
国
会
で
行

わ
れ
た
市
民
と
関
係
省
庁

担
当
官
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
「
六
ケ
所
再
処
理
工
場
は

震
度
６
強
の
地
震
に
耐
え

る
設
計
に
な
っ
て
い
る
の

か
」
と
問
い
質
し
ま
し
た
。

原
子
力
規
制
庁
担
当
官
は

「”

技
術
情
報
検
討
会”

で

六
ケ
所
再
処
理
工
場
に
つ

い
て
、
安
全
を
確
認
し
て
い

る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
現

在
、
「
技
術
情
報
検
討
会
」

が
監
督
官
庁
に
よ
る
検
討

会
か
ど
う
か
、
そ
の
実
施
主

体
や
構
成
メ
ン
バ
ー
、
議
事

録
の
所
在
を
再
度
文
書
で

質
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
月
２
４
日
ロ
シ
ア
軍

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

っ
て
始
ま
っ
た
戦
争
で
、
原

発
も
攻
撃
さ
れ
る
と
い
う

事
実
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

付
近
で
砲
火
が
交
え
ら
れ

占
拠
さ
れ
た
と
の
報
道
に

も
驚
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

第
一
の
規
模
と
い
う
ザ
ポ

リ
ー
ジ
ャ
原
発
の
攻
撃
に

は
恐
怖
を
覚
え
た
。
ロ
シ
ア

軍
に
占
拠
さ
れ
た
ま
ま
今

も
稼
働
中
だ
。
原
発
依
存
率

の
高
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
電

力
不
足
の
懸
念
が
あ
り
原

子
炉
を
止
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
原
発
と
い
う
「
潜

在
的
核
兵
器
」
は
戦
時
下
ミ

サ
イ
ル
の
攻
撃
や
人
為
ミ

ス
な
ど
で
制
御
不
能
に
な

れ
ば
い
つ
爆
発
し
て
も
お

か
し
く
な
い
。

核
の
平
和
利
用
と
銘
打

っ
て
鳴
物
入
り
で
建
設
さ

れ
た
原
発
は
ス
リ
ー
マ
イ

ル
島
原
発
事
故
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
、
欧
米

で
は
急
速
に
勢
い
が
衰
え

た
が
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ

て
温
暖
化
防
止
、
原
油
価
格

の
高
騰
を
う
け
て
一
時
復

権
を
果
た
し
た
。
福
島
原
発

事
故
は
そ
の
息
の
根
を
止

め
た
か
に
見
え
た
が
、
米
国

の
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
の

開
発
や
Ｅ
Ｕ
の
持
続
可
能

な
経
済
活
動
を
認
定
す
る

タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
（
分
類
）
規

則
に
条
件
付
き
な
が
ら
原

子
力
が
取
り
入
れ
ら
れ
る

な
ど
、
な
か
な
か
一
筋
縄
に

は
ゆ
か
な
い
。
振
り
返
っ
て

日
本
の
原
子
力
政
策
と
い

え
ば
事
故
後
の
大
量
の
放

射
能
汚
染
物
に
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
老
朽
原
発
の
延

命
に
汲
々
と
し
、
核
燃
サ
イ

ク
ル
な
ど
根
本
的
な
問
題

解
決
の
議
論
は
後
回
し
だ
。

喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を

忘
れ
る
。
し
か
し
原
発
の
持

つ
巨
大
事
故
リ
ス
ク
、
核
廃

棄
物
の
最
終
処
分
問
題
は

変
わ
ら
な
い
。
今
回
の
戦
争

で
原
発
は
国
の
安
全
保
障

上
か
ら
も
著
し
く
危
険
な

こ
と
を
奇
し
く
も
証
明
し

た
。
政
府
は
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

に
対
処
で
き
る
原
発
は
こ

れ
か
ら
も
な
い
と
し
て
い

る
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な

い
。
も
う
原
発
は
や
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
（
Ｊ
）

５人の原子力規制委員と日

本原燃首脳との意見交換会

2022.1.12

更
田
豊
志
委
員
長


